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１．緒言

　ダイコンは品種により形も大きさも異なるが

一般成分には大差がないとされている１）。ダイコ

ンの94％が水分で、糖質は３％程度含まれている。

その糖質としてはブドウ糖が多く、次いでショ糖、

果糖であるが、マルトースも含まれている。また、

食物繊維量は可食部100ｇあたり水溶性が0.4ｇ、

不溶性が0.8ｇとされている２）。

　われわれは、ダイコンの炭水化物組成研究に

おいて、可食部生重量100ｇあたりの単糖・オリ

ゴ糖、および細胞壁多糖は、それぞれ2,210mg、

1,036mg で、澱粉は微量であると報告した３）。ま

た、生食野菜類のアミラーゼ活性研究において、

ダイコンはヤマイモやカブに次いでアミラーゼ活

性が強いことを明らかにした４）。一般にダイコン

は澱粉を大量に集積する植物ではないので、ダイ

コンの澱粉に関する報告はほとんどない５）。ダイ

コン食物繊維（細胞壁）の物理化学的性質を調べ

るための材料調製時６）に、澱粉の存在を確認す

ることができたので、今回、ダイコンから抽出分

離した澱粉について報告する。

２．実験方法

　１）材料

　ダイコンは弘前市内のスーパーマーケットより

購入した。

　２）ダイコン澱粉の抽出分離

　ダイコンの葉と皮を除いたもの（生重量：5,952 

ｇ）を、おおまかに包丁で切り、ミキサーで磨砕

し、２枚重ねのガーゼで濾過した。不溶物に約２

L の水を加えミキサーで磨砕を行い、３枚重ねの

ガーゼで濾過した。不溶物は、さらに同操作を３

回（濾液に糖の反応がほとんどみられなくなるま

で）繰り返した。濾液は遠心分離（9,000 rpm ×

30分）により上清と沈澱に分離し、沈澱物を凍結

乾燥した（収量：9.0822ｇ）。

　凍結乾燥粉末（9.0822ｇ）を約200 mL の水に

懸濁し３枚重ねのガーゼで濾過した。残渣を再度

約200 mL の水に懸濁し同様に濾過を行った。両

濾液を一緒にし一晩４℃にて静置後、上澄みを捨

て、沈殿物を水、アセトンで順次洗浄し、60℃で

乾燥させ白色粉末（ダイコン澱粉）3.2562ｇを得

た。また、ここで得られたガーゼ濾過時の残渣は

凍結乾燥にて回収した（ダイコン粗澱粉粉末、収

量：4.7590ｇ）。

　各画分の全糖量はフェノール・硫酸法７）にて

求めた。

　３）加水分解と糖組成分析

　ダイコン澱粉およびダイコン粗澱粉粉末、それ

ぞれ約２mg を１M トリフルオロ酢酸（２mL）に

懸濁し100℃で５時間加水分解した。分解物を減
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圧乾固し、１mg の２- デオキシグルコース（ガ

スクロマトグラフィーの内部標準物質）を加え、

アルジトールトリフルオロアセテートとした後、

ガスクロマトグラフィーにて定量した。ガスクロ

マトグラフィーは日立製の G-5000を用い、カラ

ムは1.5％ QF-1 / Chromosorb W （AW-DMCS）（0.4

×200 cm、ガラスカラム）を用い140℃の定温で

分析した８）。

　４）走査電子顕微鏡観察

　ダイコンデンプン粒をイオンスパッタリング装

置 IB-3型イオンコーター（エイコー・エンジニ

アリング製）により金蒸着し、走査型電子顕微鏡

S-2460N 型（日立製作所）で観察した９）。加圧電

圧は10 kV であった。尚、比較対象としてナガイ

モ澱粉とジャガイモ澱粉を用いた。

　５）粒度分布測定

　澱粉の粒度分布を、レーザー回折／散乱式粒度

分布測定装置 LA-910（堀場製作所）を使用して

測定した10）。

３．結果および考察

　ダイコンに含まれる炭水化物を図１に示す一連

の操作により分画した。ダイコン磨砕物のガーゼ

濾過により得られた濾液から遠心分離により粗

図１　ダイコン中の炭水化物の分画操作および澱粉の調製

図２　各種澱粉の走査型電子顕微鏡による観察　　A: ダイコン、B: ジャガイモ、C: ナガイモ
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澱粉を得、これをさらに精製することによりダイ

コン生重量5,952ｇから精製澱粉標品3.2562ｇを得

ることができた。これはダイコン生重量100ｇあ

たり54.7 mg の澱粉が含まれることになる。また、

ダイコン中の全炭水化物の約0.8％に相当するこ

とがわかった。得られた標品の糖含有量は77％で、

構成糖分析の結果、約２％の非澱粉性多糖の混入

が認められた。

　ダイコン澱粉の粒状および粒径を走査型電子顕

微鏡観察および粒度分布測定によりそれぞれ分析

した。ダイコンの澱粉粒子の形状は図２に示すよ

うに、球形から卵形をしており、10μm 程度の大

きさであった。また、図３に示すように、ダイコ

ンの澱粉粒子は凹部を持つものがあり、その部位

図３　ダイコン澱粉の走査型電子顕微鏡観察

図４ 各澱粉の粒度分布　　A: ダイコン、B: ジャガイモ、C: ナガイモ
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にて澱粉粒子が絡まり合っているものも見られた。

ナガイモおよびジャガイモの澱粉粒子と比較する

と、大きさとともに形状も異なっている。また、

ダイコン澱粉粒子の平均径は10.2μm で、分布範

囲は2.6～29.9μm であった（図４）。これに対し

て、ジャガイモ澱粉では平均径が54.2μm で、分

布範囲が5.9～174.6μm、ナガイモ澱粉では平均

径が25.2μm で、分布範囲が7.7～58.9μm であっ

た。

　杉本らは生育段階の異なる２種類の“中国大

根”の澱粉の性質について、２種類（江都、北

京）ともに生育につれて澱粉が減少すること、ま

た、含量は江都で約0.6～0.2％、北京で約１～0.3 

％であること、形状は江都、北京とも滑らかな球

形であること、さらに、平均粒径は5～6μm であ

ること、などを報告している11）。

　今回の結果から、日本で日常摂取するダイコン

の澱粉粒は中国大根の澱粉粒より平均粒径が約

1.5倍と大きく、形状は類似していることがわかっ

た。

　今後、ダイコンの生育期間における澱粉含有量

とアミラーゼ活性の関係を明らかにすることが課

題である。
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